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民
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編
成
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
医
療

チ
ー
ム
が
、
二
十
九
日
か
ら

一
口
約
五
十
人
を
手
術
し

た
。

　
同
時
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
あ
る
サ
ル
ジ
ト
国
立
病

院
で
も
緊
急
手
術
と
治
療
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
ラ
ン

バ
ナ
ン
郡
ペ
レ
ン
村
で
の
巡

回
診
療
も
加
わ
っ

｀た
。
多
く

の
支
援
者
の
方
々
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
し
た
い
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
に
あ
る
コ
ロ
ン

ビ
ア
病
院
の
病
理
学
部
長
で

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ナ
ダ
支
部
長
の

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ー
ル
ト
医

師
の
対
応
だ
っ
た
。
「
航
空

運
賃
の
半
額
自
己
負
担
で
看

護
師
一
人
を
派
遣
し
た
い
が

可
能
か
」
。
「
大
歓
迎
。
す

ぐ
に
派
遣
を
お
順
い
し
た

い
」
と
応
答
し
た
。
「
半
額

ｌ
ｉ
ｒ
ｌ
―
Ｉ

自
己
負
担
は
彼
の
ポ
ケ
ッ
ト

マ
ネ
ユ
だ
と
直
感
し
た
。

結
局
、
彼
は
三
人
の
看
護
師

を
派
遣
し
て
く
れ
た
。

　
彼
女
た
ち
は
ソ
ロ
市
の
国

立
整
形
外
科
病
院
で
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
医
師

た
ち
と
活
動
し
た
。
ク
ー
ル

ト
医
師
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
「
カ
ナ
ダ
支
部
は
小
さ

な
存
在
で
は
あ
る
が
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ

と
を
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て

い
る
」

　
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
ク

ー
ル
ト
医
師
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

の
最
初
の
出
会
い
は
、
日
本

人
医
師
と
フ
ラ
ン
ス
人
医
師

の
三
人
組
と
し
て
、
一
九
九

四
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
帰

還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
参
加

だ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
治
安
の
悪
い
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－

に-
ト

ツ迅速かつ的確モ
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
プ
ノ
ム

・
ス
ロ
イ
郡
立
病
院
の
再
建

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
た
。
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の

安
全
な
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
す
で
に
欧
米
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

い
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
熱
帯

医
学
公
衆
衛
生
学
修
士
課
程

を
修
了
し
た
ば
か
り
だ
っ
た

　
’

彼
ら
は
、
マ
ラ
リ
ア
対
策
と

Ｉ
Ｌ
－
¶
－
ｔ
Ｉ
パ
ｉ
―
『
―
恥
－
Ｉ
ｒ
『
Ｆ
ｒ
－
げ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
１
１
ｒ
■
ｒ
―
ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
４

巡
回
診
療
を
担
当
し
た
。

　
ク
ー
ル
ト
医
師
は
巡
回
診

療
中
に
ポ
ル
・
ポ
ト
派
残
党

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中

部
地
震
緊
急
医
療
支
援
活
動
ス

ハ
ル
ソ
国
立
整
形
外
科
病
院
で

手
術
に
従
事
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ

ナ
ダ
支
部
看
護
師
（
中
央
）
＝
２

０
０
６
年
６
月
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提

供
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
副

代
表
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン

リ
ー
ク
（
北
・
中
・
南
米
）

を
担
当
し
て
い
る
。

　
彼
の
祖
母
は
日
本
人
で
あ

る
。
祖
父
は
「
恵
尽
フ
プ
ソ

デ
ィ
」
の
二
番
の
歌
詞
に
あ

る
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
設
計
者
で

あ
る
。
彼
が
一
番
喜
ん
だ
こ

と
は
、
彼
の
紹
介
で
二
〇
〇

五
年
十
一
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
マ
レ
ー
シ

に
襲
わ
れ
た
が
、
腕
時
計
を
　
ア
支
部
が
、
今
回
の
救
援
活

取
ら
れ
た
だ
け
で
済
ん
だ
。
動
で
大
活
躍
を
し
た
こ
と
だ

も
し
も
彼
が
殺
さ
れ
た
り
重
　
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
レ
ー

傷
を
負
っ
て
い
た
ら
、
現
在
　
シ
ア
で
生
ま
れ
た
彼
に
と
っ

の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
考
え
ら
れ
な
　
て
、
友
人
た
ち
と
一
緒
に
人

か
っ
た
。
以
後
、
彼
は
Ａ
Ｍ
　
道
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が

Ｄ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
部
の
育
　
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

改
に
尽
力
。
現
在
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
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マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ネ

パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
七
力
国
か
ら
医

師
二
十
七
人
、
看
護
師
六

人
、
調
整
員
八
入
の
総
計
四

十
一
人
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍

医
師
団
と
し
て
救
援
活
動
を

実
施
し
た
。
○
四
年
十
二
月

二
十
六
日
に
発
生
し
た
ス
マ

ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
の
被

災
者
救
援
活
動
の
た
め
に
十

力
国
か
ら
編
成
さ
れ
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
イ
ン
ド
の
三
力
国
に
百

人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
た
。

　
経
験
と
自
信
に
裏
付
け
ら

れ
た
各
国
支
部
長
の
迅
速
な

動
き
と
本
部
職
員
の
的
確
な

対
応
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医

師
団
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
尽
力
し
た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）
理
事
長

・
一
一
一
一
Ｉ
・

命
一
命
・
一
一
一
一
Ｉ
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
こ
の
連
載
は
毎
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。
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生
し
た
。
死
者
は
約
五
千
七

百
人
、
負
傷
者
約
三
万
六
千

人
。
発
生
時
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
長
の
タ
ン

ラ
教
授
は
、
日
本
に
い
た
。

国
際
会
議
に
講
師
と
し
て
参

加
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ユ

ス
フ
・
カ
ッ
ラ
副
大
統
領
に

随
行
し
て
い
た
。
翌
日
か
ら

仏
と
Ｉ
暗
に
同
旧
乃
七
こ
恥

で
、
救
援
活
動
の
陣
頭
指
揮
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を
執
っ
た
。

　
被
災
地
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
力

ル
タ
に
最
も
近
い
ソ
ロ
（
ス

ラ
カ
ル
タ
）
串
に
あ
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
唯
一
の
国
立
整

形
外
科
病
院
で
は
、
五
百
人

近
い
重
傷
患
者
が
手
術
を
待

っ
て
い
た
。
丘
入
り
泰
形
作

科
医
と
三
人
の
麻
酔
科
医
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